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 BluetoothとUSBを超え 

2012年に車両搭載の接続性が迎
える新しいアプローチとは？ 

家電機器の影響、発展、サポートに関する戦略についての       

独立コンサルタントレポート 

家電市場において接続性の選択肢が増加するにつれ、新たなアプローチやトレンドの展開を見極めることが、自動車

メーカーにとって非常に重要となります。様々なタイプのコネクタ、プロトコル、新たな次世代ワイヤレステクノロ

ジーの登場により、車内接続性選択肢をサポートする柔軟なアプローチが自動車メーカーに求められているのです。 

接続性ギャップの橋渡し  

パート1 - 自動車プラットフォームの発展 

パート2 - 家電のトレンド 

このレポートは次の事柄をサポートします 

x CE4Aの目的を理解することにより家電市場へ影響を与える 

x 家電発展における変化と自動車の接続性に対するその影響
を予想する 

x 家電機器の採用と発展に対する長期的な方向性を自覚する 

x 第三者のソフトウェアサプライヤーへ接続性戦略を   
外部委託することのメリットとデメリットを理解する 

詳細につきましては、Email: mkondo@sbdjapan.co.jp もしくは  

 電話: 052 253 6203 までお問い合わせください。 



SBD ジャパン  
Tel: 052 253 6201 
E-mail: postbox@sbdjapan.co.jp 
www.sbdjapan.co.jp 

変わり続ける家電市場へ自動車メーカーが適応する方法とは？ 

 

携帯機器革命は、車内環境に大きな影響をもたらし続けています。家電世界は、変化し続ける機能・形・接続性を伴う新しい機器が日々

発売されるほどのめまぐるしいペースで発展しています。自動車メーカーにとっての重要となるのは、買い手が自動車に求める新しい機

器への接続性を、いかに安全かつユーザーが使いやすいようにサポートしていくかという挑戦です。 

携帯機器統一への消費者需要を満たすことができる自動車メーカーは、機器販売の成長、安全性の向上と、高いレベルの顧客満足を得る

ことができるでしょう。 

これらの利益を享受するには、自動車メーカーとTier 1 サプライヤー は、家電市場で急速に変化する接続性のトレンドと、自動車業界
がうまく処理し採用できるトレンドを区別した統一戦略の両方を理解することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

家電市場を分析し、自動車業界へ成功する戦略を提供 

SBDの接続性に関するレポートのシリーズは、家電トレンドと自動車の融合戦略の両方を詳細に検証し、この急速に変化する市場につい
ての全体図を自動車メーカーとTier 1サプライヤーに提供します。 

自動車プラットフォームの発展についての最初のレポートは、マイクロソフトなどの第三者サプライヤーとの連携、新しく形成された団

体CE4Aを介した互いの協力、CEA-2017のような自動車仕様標準の開発を含んだ、自動車産業で採用されてきた様々な戦略に関する成功
の可能性を分析します。 

家電のトレンドについての２つめのレポートは、携帯電話・携帯音楽プレーヤー・ポータブルナビゲーション機器に対して変化する家電

接続性の選択肢に関する要旨を提供します。加えて、車内環境におけるハイスピードBluetoothやワイヤレスUSBなどの次世代接続性技術
の影響についての見解も示します。 

２つのレポートを合わせてご覧になれば、自動車メーカーとTier 1サプライヤーは、家電世界への反応的な適応から、自動車が生涯通じ
てすべての機器をサポートできるアップグレード可能で柔軟な統一プラットフォームの開発へと変化するために必要な知識を得ることが

できます。 

 

 

 

...know what tomorrow brings 

 

自動車業界におけ

る統一戦略 

 

消費者家電の接続

性の動向 
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SBDと共に接続性のある戦略を入手する 

...レポートの著者について 

注 文 書 

お名前: 

貴社名: 

ご住所: 

E-mail: 

ご署名: 

電話番号: 

Faxでのご注文：052 253 6204 

Emailでのご注文：mkondo@sbdjapan.co.jp 

SBD ジャパン： 052 253 6203 

アンドリュー・ハート： 

テレマティクス＆ITSスペシャリスト 

シェフィールド大学機械工学科卒。現在はナビ

ゲーション、交通情報を専門とし、欧州におけ

る技術、事業、消費者トレンドについて自動車

メーカーやサプライヤーが理解できるよう支援

している。アンドリューはTISAをはじめとする
数々の国際フォーラムのメンバーで、欧州と日

本で開かれるITS関連の催しでは、しばしばス
ピーカーを務める。 

ニック・マーランガ： ITS アナリスト 

ニック・マーランガはITSアナリストとして

SBDに入社し、テレマティックスの市場調
査やコンサルティングプロジェクトをサ

ポート。最近では、テレマティックスのシ

ステム・アーキテクチャ、欧州の市場動向

と民間eCallの調査を手がけた。また交通情

報サービスと車載スピーチ技術に関する報

告書も執筆。機械技師協会のメンバーであ

る。 

関連するレポート 

ポータブル機器の統一 自動車産業のため
の戦略 

自動車産業と家電産業間のギャップを橋

渡しする自動車メーカーへの実用的な提

言。自動車メーカーが提言を採用すれ

ば、最新ポータブル機器をサポートし、

車両の寿命期間中にサポートを更新して

いくことが可能となります。 

デジタル音楽のトレンドと自動車産業に

もたらす影響 

新メディア・タイプの成長、デジタル音楽

販売ビジネスモデルへの適応、違法な著作

権侵害に対するデジタル著作権管理への挑

戦、についての評価。 

車両搭載のBluetooth  

x 統一への市場トレンド 
x 振興の外形と特徴 
x 次世代近距離技術 
x OE システム特徴のデータベース 
 

詳しくは下記までお 

気軽にお問い合わせください。 

パート1 - 自動車プラットフォームの発展(SBD/TEL/1910) 

パート2 - 家電のトレンド(SBD/TEL/1890) 

日本語翻訳付レポートをご要望の方は、その旨お問い合わせください。 
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